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品番 
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直を式 


K か关 *1 


このたびは、お買上げいただき、まことにありが 
とラごさいます。 

ご使用になる前に、必ずこの取扱説明書をよく 
お読みし、たださ、正しくご使用くださし、。お読み 
になった繳よ、「保証書」とともに大切に保管し 
ていたださ、取扱し\が不明な場合や、不具合が 
生じたとさにお役立てくださし、。 
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ご使用の際、内部温度お下により気圧が 
下がり、ドアが開けにく〈なる場合がご 
ざいます。特に、使い始めやドアを閉め 
た直後はドアが開けに〈くなります。 

\_ ノ 


安を上のごを 


X •ご使用になる前に、この『安を上のごを意临よくお読みのうえ、正しくお使し K ださい。 


•この家庭用電気を凍围ま、を凍食品を貯蔵する目的に使用するものですので、これ外のご 
使用は絶がしなしでください。この用途外でのご使用で発生した故障 • 修理-事故その他の不 
具合につい " C は、責任を負し W ねます。あらかじめご了承ください。また、電気を凍庫に巧する過 
信は禁物です。冷凍庫に貞宁蔵して しほ 場合でも、時間の経過にともない食品の品質は低下しま 
す。食品は早目に使し佩るよラにしてください。 



X •ここに表示している『まを上のごを意 j は、あなたや他の人への危害や損害を未然に防止する 
ためのちのです。『警告 J 『を意 J の2つに大別してお知らせしています。いずれちまをに関する 
重要なの客ですので、必ず守ってくださし、。 


^取リ扱いを誤るヒ死亡または重傷などを負う可能性が想定される内容を表示。 


みち 取 y 扱いを誤るヒ傷害を負ラ可能性または物的損害のみが発生すると想定 
/!\ される内客を表示。 

もちが】迎垂 

■お守リいただく内容の種類を、絵記号で区分し説明しています(下記はその一例です)。 


• X お読みになつた後は、 
次にお使いになる場 
合にすぐ見られるとこ 
ろに保管原員います。 


この記号は、し口まいけない『禁止 J ] の内客です。 

9この記号は、必ず実行してし1ただく『強制 j の内客です。 




したリ修理しなし、。 


义災•感電•けがの原因とな y まず。修理はお買い上げ 
の販売店又は;>(一力一指定のお客様修 I 里ご相談窓□に 
ご相談ください。 



可燃性スプレーを近くで使わない。 
引义する危険があリます。 


繼0 


お手入れの際は必ず電源プラヴをコン tz 
ントから抜く。また、濡れに手で抜き差しし 
なし、。 

感電やけがをすることがあ y ます。 


运 

プラグを抜く 


























































定格 1 日 Am 上のコン 1 z ントを単独で 
使用 

他の器具と併用した場合、分岐コン iz ント部が 
異常発熱して発义することがあ y ます。 



水につけたリ、水をかけたリしなし、。 


シヨー ト•感電の恐れがあリます。 




水場使用禁止 


電源プラヴの刃及び巧の取付 
面にホコリが付着している場合 
はぶ <} 式<。 

乂災の原因になリます。 



電気を凍庫を捨てるときは、ドア取付 
金具•ドアパツキンクをはずしてくだ 
さし、。 


幼児が閉じ込め 
6れるヒち険です。 



電気ぶ凍庫には医薬品や学術試料など 
は入れない。 


家庭用電気を凍庫では、温度管理の厳しいちのは 
保存できません。 



0 


地震などによる電気を凍庫の 
転倒防止の処置をする。 

電気ぶ凍庫が転倒し、クガの 
原因になリます。 



弓 I 乂しやすし1ものは入れない。 


接着剤、ェーテル、ベンジン、 LP ガス、アルコール、 
ライターのボンベなどの揮発性、引乂性のあるちの 
は賦誌しなしでください。爆発する危険があリます。 


電源プラヴを本体で巧し付けない 

傷つさ、過熱発义のおそれが 
あし J ます。 



電源コードや電源プラグが傷んだ LJ 、 コン 
セントの差込みがゆるいとさは 
使用しなし、。 




都市ガスなどのガス漏れがあつたとさに 
は、電気を凍庫やコン 1 Z ントには手を触れ 
ず、窓を開けて換気をよ < する。 

引义爆発し、乂災ややけどの原因に 
なし J ます。 


〇 
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ドアにぶらさがった LJ 、 乗ったリしなし、。 
電気ち凍庫が倒れた y 、 手をはさんだ U してクガ 
をすることがあ U ます。 



上に重量物を置かない。 

ドアの開閉で落下し、けがをするこ 
とがあ U ます。 


0 


交流1日日 V じ I 夕には使用しない。 


义災 • 感電の原因になリます。 



0 


電源コードを傷付けた y 、 無理に曲げた 
リ、引張ったリ、ねじったリ、たばねたリ、重 
し、物を載せた U 、 挟み込んだり、加工した 
y しなし、。 

電源コードが破損し、乂災 • 感電の 
原因になリます。 


0 


八ミ主意 


食品は棚よリ前に出さない。 

ビン類などが引っ掛かって落下し、け 
がをすることがあ y ます。 


0 


湿気の多いところや、水のかかるところへ 
の設置は、避ける。 

絶縁が悪くな LJ 、 漏電の原因に 
なります。 

水場使用禁止 



を凍庫内の食品や容器(特に金属製のち 
の)を、濡れた手で軸れなし、。 

凍傷になる恐れがあ U ます。 


0 


接触禁止 


ぶ凍庫のにビン類を入れない。 
中身が凍って割れ、クガをすることが 
あ U ます。 


0 


電源プラヴを抜くときは、電源コードを持 
たずに必ず先端の差込みプラグを持って 
引さ抜<。 



感電やショートして発义することがあ 
リます。 


電気；ち凍庫本体底面に手をいれない。 


清掃するとき、底面に手を入 
れると鉄板によ y 手を切る恐 
れがあ U ます。 


(D 

接触禁止 


におったり、変色した食品は食べない。 


腐敗によ U 、 病気の原因になる 
ことがあります。 


0 


長期間ご使用にならなし、と苗ま、 

必ず電源プラヴをコン tz ントから抜く。 
絶縁劣化による感電や漏電义災の 
原因にな U ます。 

プラヴを抜く 



電気ぶ凍庫を運搬するときは、 

背面上部と下部前刷を持って運搬する。 
他のところを持った y 、 手をすべ5すと、けがを 



後ろ側下部の機械部分 
(圧縮機など)に、手を触れない。 
運転中は熱くな U ますので、 

やけどの恐れがあリます。 


風 

接触禁止 
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•こんなとさは 



■アース線の接続について 

巧のよラな場所に据え付ける場合は、お買い上げの販売店に依頼し、 
必ずアースエ事をしてください。 

工事の費用など詳ししにとは販売店にご相談ください。 

•±間、コンクリートの床 
•洗し、場など、水のかか LJ やすし、とこ5 
-地下室など、漏水や露のつ < おそれのあるところ 


アース 用ネジ 





アース 端子 


アース 線 
(黄+緑） 


アースをしてください。故障や漏電のとさ、感 
胃=電するおそれげあリます。 


《漏電しや断器につしに》 

水気の多いところに据え付ける場合は、アースのほかにさらに、漏電しや断器の設置が義務づけらてしほず。詳 
しくは、お買上げの販売店にご相談くださし、。 


■次のような場所には、接続しないでくださし、。 


•水道管(配管にプラスチックが使用されておリ、アースヒして機能しません） 
♦ガス管(爆発や引义の危険があ U ます） 

♦電話線のアースや避雷針(落雷のとさ危険です） 


長期間使用しないとき 


•庫内を清掃後、カビやにおし馆防ぐため、2〜3日 
間ドアを亂ブて乾燥させてくださし、。 

• ドアの開閉をかなくするととちに新たな食品の保を 
は控之て <ださい。 


塗装面に傷がついたときは 


を却方法につしに 


参このち凍庫は、直を式(ち気自然対流方式)を採 
用してしほす。この方式では、を却器のを気が自 
然巧流して庫巧がをやされ、のちに霜がつさま 
す。多量の霜はち却能力を低下させますので定期 
的な霜戸取 y が必要です。 


一度抜いた電源はすぐこ差し込まなし、 


•一度電源を抜いた場合は、日分必上待ってから 
差し込んでください。ずぐに差し込むと圧縮機に 


参横積みは絶対しないでください。故障の原因と 
なります。 

•この電気を凍庫は50/60ヘルツ共用のため、 
周波数の切 y 換えは不要でず。 
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>各部の名跡 



前側刷^調節脚 （ P . 巨参照) 
後側刷^固定刷 





網かご 製氷皿 ヘラ 


X •製品は、絵とかし違うことがあリます。 


>使いはじめに 


お使いはじめの順居 


1 . 本体を水平に置し、て固定してください。 

2. 本体底面の調節刷を回し、高さが水平になるよラに調節してくださし、。 

3. 電源プラヴを専用のコン t ント （100 V ) に差込んでください。 

4. 温度調節つまみでお好みの温度に調節して < ださい。 

已.約4〜5時間運転し、庫巧がちえたことを確認してから食品を入れてくださし、。 



電源プラグを抜いたと 
まは、すぐ差し込まずに 
巳分じ(上待ってから差 
込んで < ださい。 


ちことね y 


•使い始めはドアを開けた時、構造材などの臭いがすることがあリます。 

ご使用するにしたがし1消えますので、気にせずそのままお使し、ください。 
•使いはじめや起動時は圧縮機の宫が若干大きくな y まず。 
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据え付け場所について 


床が丈夫で水平なところ 

参不安定な据え付けは、振動や騒音の原因になリます。これらは床が 
丈夫で水平なところに据え付けることで防止できます。 

•じゆうにん•たたみ•塩化ビニル製の床材は、熱によって変色ずる恐 
れげあるため、下に丈夫な板を敷し VC ください。 

風通しのよいところ 

♦ち図のよラに電気;ち凍庫の周囲にすき間を尉ず C 、 放熱をよくしてくだ 
さし k 放熱がわるし化を却力げ弱まリ、電気代のムタ等巧効率的でず。 

熱気•湿気の少ないところ 

•直射日光があたるところ、発熱器具(コン□、ストーブなど)近くはを 
却力の低下を巧さまず。 


ごを意 


サビやすし1場所に設置する場合は… 

温泉地や工業地帯で発生しやすい腐食性ガス、また海岸地 
帯に多し備分などの影響によリ、配管パイプが腐食し、ちえ 
な < なることがあ y ます。 


上面1日 cmJiLb 



後側刷は調節でさません。 


温度調節について 


通簡ま 


♦温度調節つまみを 『4 J 1 の位置で 
お使いくださし、。 


温度を変えたいとき 


参下表を参考にして、調節してくださし、。 


温度調節つまみ 



を却度 

つまみ 

目ま 

庫內温度 

強を 

言 

已〜7 

参急いで氷を作るとさ 
(ご使用後は必ずちとに戻してくださし、。） 
♦強くちやしたいとさ 
夏期など、周囲温度が高し化さ 

「4」よ y 2 〜3。仁 
イ氏<なリまず 
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•通常のとさ 

約-1目。仁 

弱ち 

1〜3 

♦あま y をやす必要のなし1とさ 

♦巧え過ざるとさ 

♦冬期など、周囲温度が低し化き 

「4」よ y 2 〜3。仁 
高 < au ます 


ごを意 


♦このを凍庫は製氷機では 
あ y ません。多量の製氷 
には使苗しないでくださ 
い。 


♦表の温嵐よ、周囲温度げ30て;、食品を入れずにドアを閉じ、温度が安定したとき、庫内ほぼ中央下富リで測定 
した値です。ドアの開閉、食品の入リ具合によリ変わ y ます。 


氷を作るとさ 


1 . 製氷皿に水を入れる(八分目までが目安) 


氷の取 y 出しち 


参製氷皿の背面に水を流して 
取 U 出してください。 



お願い 


•製氷皿ま、巧し曲げないでください。破損ずる恐れげあリまず。 

•塩分げ；ち却器内を腐食させ、故障の原因になるため、塩けのある食品を、を却器のに 
直接入れなしでください。必ずポリ袋やラップで包むか、密閉容器に入れてくださし、。 
参このち却器は製氷機ではあリません。多量の製氷には使用しないでください。 


霜取リについて 


■を却器に霜が1 cm 程度つしにきたら、霜取 y を行ってくださし、。 

多量の霜がついたままですと、を却力が低下しますので、付属のへラで 
かさ落としてください。 


霜取 y の方法 


1. ドアを開放し、製氷皿を取リ出しまず。 

2. を凍庫内の食品を取リ出し、他のを凍庫へ移してくださし、。 

3差込みプラヴをコンたントから抜きます。 

-ぶ却運転が停止し、霜が溶けまず。 

4. を凍庫のにたまった水を捨ててください。 

•やわらかし佈で、ぶ凍庫内についた水分をふきとってください。 

日.差込みプラグをコンセントに差し込んでください。 

•霜取 LJ が終わ y ましたら、ドアを閉めてください。ち却運転を開始します。 

-ち凍庫内が十分にをえてから、他に移した食品を入れてください。 

^- C を却方式について ；- 

このち凍庫は、直ち式(を気自然巧流ち式)を採用してしほす。このち式では、庫内にち却器が露出してお LJ 、 を却器のを気が 
自然巧流して、庫内びちやされます。ぶ却器には露がつきます。多量の露はち却能力を低下させますので、定期的な露取リが 
V . 必要です。_ _ _ 


参霜取 y は早めにかつ、こまめに行ってください。 

多量の霜の場合、溶けた水がぶ却器内で受けきれず、あふれでることがあリます。 

♦ナイフやネジまわしなどを使って、ぶ却器についた霜や氷を取ることは、絶細こやめてください。 

ぶ却器に傷や巧がでさ、故障の原因になリまず。また、これらによる故障は修理対象外ヒなリまず。 

参熱湯やドライ-などを使用して、巧却器につし > た霜や氷を取ることは絶対にしなし VC ください。 

を却器が変おしたリ破れたリする場合があリます。 

•差込みプラグをコン t ントから抜いたときは、すぐに差し込まず、已分 m 上待ってから戻してくださし、。 
すぐに戻した場合、圧縮機に負担がかか LJ 一時的に作動しません。 

































































お手入れについて 


お手入れの方ま 


参最低でち年に一度は電源プラヴを抜さ、本体のお手入れをしてください。 

•本体•庫内 • ドア/ くッキンク • 取っ手のちれは、やわらかし佈で空}式きしてください。ちれげひどい場合は、めるま湯 
か中性洗剤を布に含ませ}式きとっていただくと、ちれが取リやずくなリまず。まに、中性洗剤を使用した場合は、水を 
含ませた布で完をに拭きとった後、さ6に乾し1た布で拭し VC ください。 

参付属品のちれは、水洗い後、乾し1た布で水分を}式きとってください。 

•シンナー、ベンジン、アルコール、みがき粉、アルカリ性洗剤、たわしなどは塗装面や樹脂部が変色、変質する恐れが 
あるため使用しなし VC < ださい。 

参化学そうきんでこずったリ、長時間接軸させたままの場合、変質したリ、塗装がはげたリずることがあリますのでご 
を意ください。 


お手入れのポイント 


庫内 

食用油などがついた状態で長い間放置すると、プラスチックが割れることがあリます。 

ドアパッキング 

ジュースや貪品の汁などがついた状態で長し1間放置すると、通常よ y 早く傷みます。 
ドア/ X ッキングの当るドアの表面ち忘れずに清掃することをお勧めしまず。 

取っ手 

よく触れる部分でずので忘れずに清掃してください。 


お手入れ後の安を点検 


♦電源コードに、亀裂やす U 傷があ y ませんか？ 

♦電源プラグげコン t ントにしつか U 差込まれていますか？ 

♦電源プラヴに異常な発熱はあ U ませんか？ 

♦電源プラヴの刃及び刃の取付け面にホコリが付着してし、ませんか？ 


ごを意 


圧縮機や配管に手を触れなし1で< ださし、。 

運転中や停止直後の圧縮機や配管は、高温になってしほず。やけどやけがの 
恐れがあ U まずのでごを意ください。 
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•修理 サービスを 依頼する前に 


■異常が生じたときは、 1；( 下の点をお調べになリ、それでも具合の悪いと苗ま、 
お買上げの販売店にご相談くださし、。 


' こんなとさ 

おたしかめください 

をくちえない 

•電源プラグをコン t ントにしっか U ヒ差込んでいますか？ 

参電源ヒュース'やブレーカーが切れていませんか？ 

参停電ではあ y ませんか？ 

あま y をえない 

参温度調節つまみを弱を側にしてし1ませんか？ 

参熱いものを入れた y 、 ドアを頻繁に開けていませんか？ 

•貪品をつめずざてし1ませんか9 

•直射日光があたった U 、 コン□•ストーブなど発熱器具のそばではあ y ませんか？ 

参電気を凍庫周囲の風通しが悪くなってし1ませんか？ 

•ホ却器に霜が付きすざてし1ませんか？ 

参ドアはさっち U と閉まっていますか？ 

宮がラるさい 

参床がしっか y と安定した場所に設置していますか？ 

•据え付けが悪く、ガタついてし > ませんか？ 

参電気を凍庫が壁などにふれてし > ませんか？ 

参電気を凍庫の周囲に物が落ち、接していませんか？ 

水が漏れる 

参電源プラグはコン t ントにしっか U 差込んでいますか？ 

参通常使用時、温度調節つまみを弱を側にしてし1ませんか？ 

•霜取リ時、溶けた水が庫ので受けきれず、あふれでてしほせんか？ 

庫内に多量の霜が 
付くとさ 

参ドアを頻繁に開けてしほせんか？ 

参ドアはさっち y と閉まっていまずか？ 

•熱し、ちのや水分の多し、ものを入れてしほせんか？ 


■1；1上のことをお調べになリ、それでも具合が悪いときは、直ちにご使用を中止し、 
お買上げの販売店に点検 • 修理をご依頼くださし、。 

■下記のよラな場合は故障ではあ y ませんので、ごを意ください。 


水が流れるような 
音がする。 

参を却装置巧を流れるを媒(ガス)の音です。 

電気を凍庫の外側に 
露がっく。 

•梅雨時など湿気が高いとき、外側に露がつくことがあリます。これは、を水を入れ 
たコツプのまわリに水滴がつくのと同じ原理です。露は、巧で巧:きとつてくださし、。 

電気ぶ凍庫の側面が 
熱くなる。 

♦放熱パイプを内蔵し露付きを防止するためですので、庫巧の食品には影響はあリ 
ません。また、使しけ台めや夏勵よ、特に熱く感じることがあリます。 
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♦ 上手な食品の入れ方 


ホームフリージングや市販の 
を凍食品を保存してくださし、。 



ぶやしてから入れて 
ください。 

♦熱し、ままの食品を入れると、他の 
食品に悪し信ミ響を与え、また電気 
代のムダにな y ます。をやしてか 
ら入れてくださし、。 



清潔にしてください。 

•食品に意タトと多く巧れがついて 
し、まず。}式し、てから入れてくださ 
い。 


ドアの開閉は、手際よく 
してください。 

•ドアを長い開けたままにすると、 
ち気が逃げてしまし辟却力が弱 
くな y ます。 



すさ間をあけて入れて 
ください。 

参つめすざると、を 
気の循環げ悪くな Hp 
U 、 を却力が弱く / ^ 
な y ます。 


を凍室で保巧するのに 
向かない物ちあ y ます。 

参生卵-ゆで卵 

生卵は殻が割れ、ゆで卵は白身が 
固くなります。 

•乳製品 

脂肪と水分が分離します。 

•生の野菜類 

ごぼラ-ふきなど水分の多いも 
のは風味がな<な LJ 、 じやがい 
も.さついちな。ま黒く変色 
し腐敗します。 


保証と アフターサービス 


よくお読みください 


修理 • お取リ扱い • お手入れなどのご相談は… 

まず、お買い上げの販売店へお申し付けください 
♦保証書(別添付） 

お買い上げ曰•販売店名などの記入を必ず確かめ、 
お買い上げの販売店からお受け取 y ください。よくお 
読みのあと、保存してくださし、。 

保証期間:お買い上げ曰か6本体1年間 

♦但しぶ媒循環回路、（圧縮機•凝縮器•ち却器- 


♦修理を依頼されるとき 

9ページの表に従ってご確認してください。それでも 
異常がある場合は、ご使用を中止し、必ず電源プラヴ 
を抜いてから、お買い上げの販売店へご連絡くださ 
し、。なお、食品の補償など、修理於外の責任はご容赦 
ください。 

参保証期間中は 

保証書の規定に従って、出張修理をさせてし1ただきま 
す。 

•保証期間を過さているときは 

修理すれば使用できる製品につい T ： は、ご希望によリ 
有料で修理させていただきます。ただし、ち蔵庫の補 
修用'性能部分の最低保有期間は、製造打ち切 y 後9 
年です。（を:補修用性能部分とは、その製品の機能を 
維持するために必要な部品です。） 


転居や贈答品などでお困 U の場合は… 

修理のご相談は… 

お近くの「兰洋コンシューママークテインク株式会社 

サービス 課」のを窓□へ 

その他のお問し倍せは…/ \イアルジャ/ X ン株式会社へ 
TEL :0 日-4305-日日08 FAX :0 日-4305 -5 日0日 
受付時間:月曜日〜金曜日(祝日•休日は除く） 

• X •当社は兰洋コンシューママークテイング株式会社サービス課と業務提携して 
おリます。よって当な製品の修理は兰洋コンシューママークテインク株式会社 
のを国さサービス窓□にて行います。お電話や FAX をおかけの際は、香号をよ 
くお確かめください。 

♦修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料’部品代 • 出張料などで構成されてい 
まず。 

IM は、診断•故障個所の修理および部品交換‘調整‘ 
修理完了時の点検などの作業にかかる費用です。 

は、修理に使用した部品および補助材斜代でず。 
は、お客様のご依頼によ LJ 製品のある場所へ技術 
ちを派遣する場合の費用です。 
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nsifi 


種類 

雨 

: 気を凍庫 

定格の容積 

38 L 

定格電圧 

100 V 

定格周波数 

己 OHz / 己 OHz 共用 

電動機の 
定格消費電力 

已 OHz 

70 W 

外 

お 

寸 

ま 

幅 

已〇 0 mm 

己 OHz 

70 W 

奥 行 

已〇巳 mm 

消費電力量 
(JISC 9801による） 

己 OHz 

34已 kWh / 年 

高 さ 

巳 40 mm 

己 OHz 

330 kWh / 年 

、 質 量 

23.0 kg 

電源コード(有効長さ） 

1.9 m 


•消費電力量は日本工業規格 (JIS C 9801 ) に定められた方まで測定した値で、「年間あた LJ 」 の消費電力量を示します。 
•製品は日本国内用に設計されていますので、国夕には使用できません 。 FOR USE IN JAPAN ONLY . 


を凍庫の消費電力量につしに 


消費電力量は従来、日本工業規格 J に C 9目07の消費電力量試験によリ測定•表示してきましたが、1999年 
3月か 6 J に C 9801の消費電力量試験による表示となリました。消費電力量ま、季節によって変化ずることか 
ら表示を「1力月あたリ」から「年間あたリ」の値にしていまず。実際にお使いになる時の消費電力量は、周囲温 
度や湿度、扉の開閉頻度、新しく入れる食品の温度や量、使い方によって変化しますので、あくまでも目まとし 
てご覧くださし、。 


参消費電力量測定基準 

( -^- 



J 旧 C 9801 

種 類 

を凍ぶ蔵庫 

ぶ蔵庫 

ぶ凍庫 

ロリ-スタ -J ロトスタ-」麵 

庫内温度 

を凍室 

ち蔵室 

ホ蔵室 

ホ凍室 

-18 °Cm 下 

巳て: m 下 

巳て: m 下 

-18° C 於下 

扉開閉回数 

8回/曰 

2日回/日 

2已回/日 

8回/曰 

周囲温度 

2日 。 C 

周囲湿度 

70±已％ 

消費電力 
の表示 

年間消費電力量 ( kWh / 年） 

W 巧 X 3 日日日/年 


VF : 周囲温度巧てでの1日当た y の;'肖費電力量 ( kWh / 日） 


愛情点検 

1長年ご使用の冷凍庫の点検を！ 1 

り 

こんな症状は 
あし J ませんか 

♦電源コード、プラヴが異常に熱い 
参電源コードに深いキブや変おがある 
•焦げくさいにおいがする 
♦ち凍庫床面にいつち化がたまつている 
参ピリピリと電気を感じる 
参その他異常や故障がある 

必上のよラな症状の時は、 
使用を中止し、故障や事故 
■ の防止のため必ず販売店に 

点検をご相談くださし、。 


便利;><モ(おぼえのため、記入されると便利です) 


お買い上げ曰 

年月日 

品 香 

JF - U 40 A 

販売店名 

が ) - 

、お客様ご相談窓 □ 

が）一 
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